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念と実態を研究したものである O 本論文の斬新さは， (1) í名望家の義務」の観念を基軸にした独特の理
ハ同
υ
??
論展開を試みている点， (2)戦前日本の地方自治史を論ずる際にキーワードとなる名望家自治を制度の理
念だけでなく，その機能に着目した分析視角を重視している点， (3)そのような分析視角から名望家自治
の実態を丹念に実証している点， (4)自治形成力の弱さを内包していた「日本的自治」の特質を簡明に論
述している点にあるO
本論文は，上述のような諸点において，きわめて独創的なものであり，近代日本の地方制度史研究を
大きく前進させた業績である。参考論文とともに，本論文は学界に寄与するところ大であるo 法学博士
の学位を授与するに十分値するものと判定する O
ハUA斗ム
